
第 13期第 2回 長野市緑を豊かにする委員会 会議録 

 

開催日時 令和２年 3月 18日(水) 午後 1時 30分から 

開催場所 長野市役所第二庁舎 10階 203会議室 

委員出席者 委員 13名（欠席 1名） 

傍聴者 報道機関 2 名 

事務局出席者 都市整備部長他公園緑地課職員 8名 

公開・非公開 公開 

次第 会議次第 

１ 開会 

２ 長野市あいさつ 

３ 委員挨拶 

４ 議事 

１） 城山公園再整備基本構想（案）、パブリックコメント

の報告 

２） ながの花と緑大賞2021審査内容等見直し提案につい

て 

３） 保存樹木等新規指定申請箇所について 

５ その他 

６ 閉会 

 

 

 

 

 

 



議事 【要旨】 

１）城山公園基本構想パブリックコメントの結果について 

資料に基づき、事務局説明 

 

（委員）城山というからにはこの場所には昔はお城があったの

ですか？地名のもとになっている歴史を意外と知られて

いないと思います。添えていただけたらと思います。 

 

（事務局）上杉方の横山城というお城があったそうです。四方

の見通しが良かったので天守閣はないが山城という形で

存在していたようです。本編 21 ページの上から 2 つ目の

ところに歴史的な経過も踏まえて学習できるような施設

というか環境を再整備の中でも提案していきたいと思い

ます。 

 

（委員）山城は今の花見小屋の出る辺りにあったようが、謙信

の拠点の横がＮＨＫの分室の辺りのようです。今の分室は

解体するのですか。 

 

（事務局）今、解体工事は始まっています。ゾーニングの中で

は短期的な整備として暫定、駐車場とし後はまだ決まって

いません。展望とかロケーションを活かしたものをと思い

ますが、今のところは詳しく決まっていない状況です。 

 

（委員）分かりました。もったいないですね駐車場では。有効

利用してほしいと思います。 

 

（委員）令和 4 年、Ｐａｒｋ-ＰＦＩとありますが、城山公園

に予定される出店者については、ナショナルチェーンなの

か地元優先などあるのでしょうか。あるいは和食のお店に

するとかカフェの様な感じにするのかなど市の方では今

のところ構想はあるのでしょうか。 

 

（事務局）本編 18 ページにスケジュールがあります。基本計

画にもありますが、サウンディング型として改めて民間事

業者への提案をおこなって、その中でアンケートやワーク



ショップなどで市民意見をお聞きしながら調整し考えて

いきたいと思っています。地元との協力など細かいところ

まではまだ決まっていないのですが、いずれにしても地元

と協力しあって密着した形でと考えています。 

 

（議長）城山公園の再整備を 50 年という時間をかけながらど

ういう風にあるべきかを考えていく大きなプランですが、

今はまだ明確になっていない計画や話が今後、部分的な実

施に移っていくという大きなマスタープランであります。

特に委員の皆様方のご異議がなければここでまとめさせ

ていただき、先ほど、事務局からの説明があったとおり今

後はこの委員会の答申ということで市長に報告させてい

ただきます。よろしいでしょうか。 

 

（委員）異議なし。 

 

（議長）ありがとうございました   

  

２）「ながの花と緑大賞 2021」審査内容等見直し提案について 

資料に基づき、事務局説明 

 

（委員）公共花壇を手掛けているのは花いっぱいの皆さんで 

あって、地区の皆様がどのような状況で、資金等もどの程 

度、逼迫している中で活動を行っているのか。それを統括 

している浅野委員さんからそのあたりの説明をしていた 

だけたらと思いますが。 

 

 （委員）ボランティア活動としては財政的には確かにそうい 

う面もありますが、財政が苦しいということと出来上がっ 

た花壇を見て思うことは別でありまして、一緒に考えない 

方がいいと思います。作業をして花壇が出来たということ 

しか私は思わないので、どれだけの原資があってというの 

は必要ないかと。 

 

 （委員）どんな内情でも花壇ができればいいと思うこともあ

りますが、お金のないところからこのような活動は生ま

れないと思う。人件費はほとんどボランティアで賄って

きた。もっと助成金を出してほしい。 



 （委員）プラグ苗を 2,000 ポット近く、ながの緑育協会の力

もいただきながら育て、一株 25円くらいで買ってもらい、

地域緑化に貢献している。花壇はお金の問題だけではな

く出来たものを見て、これを作った団体がどういう活動

をしているのかを知りたいです。 

 

 （委員）花と緑大賞について市からの提案を見ると委員の皆

さんの意見を集めてきたのにスピード感がない。2017 年

のエントリーの中に一山が対象となるものと 5.6 坪の花

壇とどうやって評価したらよいか、同じように審査でき

ず白紙で出した。審査する側としては、いくつかのカテ

ゴリーに分けてもらわないと公平な審査ができなくな

る。今回はスピード感をもって公正な審査ができるよう

お願いしたい。 

  

（事務局）2020 年については今までの審査方法で行うという

ことで委員会でも了解していただいている。審査の中で意

見が出てくると思うが、2021年に反映していきたい。 

 

 （議長）どういう部門があって、その部門にはこういう評価

がいいというような、審査項目すべてを網羅しなくては

ならないというパターンから切り替えていかなくてはと

思う。今後、それぞれを特徴化して審査、評価していく

ように皆さんのご意見をいただきたいと思います。 

 

２）「保存樹林の指定」について 

  資料に基づき、事務局、大塚委員より説明 

 

（委員長）新たな指定ということで皆様からの承認をいただく

ことになりますが、ご意見をいただきたい。 

 

（委員）保存樹木の指定基準に地上 1.5ｍ以上で幹周 1.5ｍ以

上のものとあるが、それくらいあるのですか。 

 

（大塚委員）幹周は正確には図っていませんが概ねあると思い

ます。若いというか元気の良い将来性のある木です。 

 

（委員）補助金はどれくらい神社に対して出るのですか。 

 



（事務局）樹木だと 1本 4,000円、2本以上の樹木は 6,000円。

樹林は指定された一帯で年間 7,000円です。 

 

（委員）7,000円というお金で年間管理をしっかりしてくれと

言われても何の足しにもならない金額です。一番問題にな

っていることは例えば、個人のお宅の保存樹木が、将来、

ご家族が高齢になられて年金暮らしになり、補助金だけで

管理はとてもできない。そのため、指定の解除を望むお宅

が増えている。解除したらすぐに伐採という状況が何件も

ありました。もう少し見直ししていただいて、なんでも保

存樹木にするのではなく残していけるよう考えないとい

けないと思います。 

 

（委員）保存樹木はどうやって見つけてくるのですか。 

 

（議長）自己申請ですね。保存樹について広報が地味で積極的

にされていないとも感じる。今後、啓発の意味も込めて広

報していくこともいい。 

 

（委員）所有者が遠くへ行ってしまい木の面倒を見ることがで

きない等具体的な事情が出てきたときに関係する基準は

設けられているのですか。 

 

（事務局）指定したのは長野市ですが、所有者の主張を尊重す

るという形でやっています。 

 

（議長）保存樹木、樹林について、基本的なお話やご意見をい

ただきましたが、清水神社の樹林の指定について、委員の

皆様、異議のある方はいらっしゃいますか。なければ承認

いただけたということで、ありがとうございました。 

 

（事務局）では、ここで城山再整備委員会事務局長松岡委員長

より、長野市緑を豊かにする委員会宮入委員長へお願いい

たします。 

 

（松岡委員長）城山公園再整備計画について報告。 



（宮入委員長）先ほど、本委員会でも承認いただきましたが、

後日、市長に答申いたしたいと思います。ただ今、いただ

いたこの再整備計画について委員の皆様、承認いただけま

すか。 

 

（委員）異議なし。 

 

（宮入委員長）ありがとうございました。議事は以上で終了さ

せていただきます。 

 

（事務局）委員の皆様には大変お忙しい中、ご出席賜りありが

とうございました。また、長時間ご熱心に論議いただき感

謝申し上げます。以上をもちまして第 13 期第 2 回長野市

緑を豊かにする委員会を閉会とさせていただきます。本日

はありがとうございました。 

 


